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し
め
縄
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ご
神
体
の
巨
石
が
「
落
ち

そ
う
で
落
ち
な
い
」
姿
か

ら
、
受
験
の
神
様
と
し
て
有

名
な
釣つ

り

石い
し

神
社
（
石
巻
市
北

上
町
）で
12
月
13
日
、恒
例
の

し
め
縄
・
茅ち

の
輪
づ
く
り
が

行
わ
れ
、
本
学
か
ら
初
め
て

学
生
12
人
と
職
員
４
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た
。

　

学

生

た

ち

は
、

地

元

の

方
々
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
な
が

ら
、
慣
れ
な
い

手
付
き
で
作
業

に

取

り

組

ん

だ
。
な
か
で
も

地
元
の
ヨ
シ
を

使
っ
て
作
成
し

た

茅

の

輪

は

「
よ
し
合
格
、

皆
合
格
」
に
ち
な
ん
で
、
幅

４
・
５
㍍
、
長
さ
３
・
75
㍍
と

い
う
巨
大
な
も
の
。
学
生
と

地
域
の
住
民
総
勢
約
50
人
で

で
き
上
が
っ
た
茅
の
輪
を
持

ち
上
げ
、
参
道
入
り
口
に
取

り
付
け
た
。

　
内
海
航
さ
ん（
経
営
３
・
宮

城
県
東
北
高
）
は
「
伝
統
行

事
に
参
加
し
、
地
元
の
人
た

ち
と
楽
し
く
交
流
で
き
た
」

と
語
っ
た
。

研
究
成
果
を
発
表

　
日
本
観
光
研
究
学
会
の
東

北
支
部
大
会
（
12
月
19
日
、

盛
岡
市
・
い
わ
て
県
民
情
報

交
流
セ
ン
タ
ー
）
に
、
経
営

学
部
・
丸
岡
泰
ゼ
ミ
の
伊
藤

愼
之
介
さ
ん
（
経
営
２
・
宮

城
県
仙
台
育
英
学
園
高
）
と

白
野
雅
寛
さ
ん
（
経
営
２
・

熊
本
県
専
大
玉
名
高
）
が
参

加
し
、
成
果
を
発
表
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
石
巻
市
に
お
け

る
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
概

念
を
用
い
た
ま
ち
歩
き
と
マ

ッ
プ
作
成
の
試
行
〜
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
評
価

〜
」。
日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
研
究
会
（
会
長

吉
兼

秀
夫
阪
南
大
学
教
授
）
と
日

本
観
光
研
究
学
会
東

北
支
部
（
支
部
長

丸
岡
教
授
）
が
共
催

し
た
２
日
間
の
活
動

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
報
告
し
た
。

　
白
野
さ
ん
は
「
他

大
学
の
発
表
と
の
差

を
痛
感
し
た
。
こ
れ

を
機
に
積
極
的
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。
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創立 30 年を
迎 え ま す

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
学
生
会
主
催
の
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ベ
ン
ト
が
12
月
14
日
か

ら
18
日
ま
で
の
５
日
間
、
学

生
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
期

間
中
は
昼
休
み
に
、
吹
奏
楽

研
究
会
と
合
唱
部
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
ビ
ン
ゴ
大

会
が
実
施
さ
れ
、
学
生
た
ち

は
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド
を
味

わ
い
な
が
ら
親
睦
を
深
め

た
。
次
期
学
生
会
長
の
阿
部

貴
之
さ
ん
（
理
工
２
・
青
森

県
八
戸
西
高
）
は
「
多
く
の

学
生
が
集
ま
り
、
成
功
に
終

わ
っ
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
盛
り

上
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

▲
　
合
唱
部
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト

料
理
で
食
育
学
ぶ

　
人
間
学
部
人
間
教
育
学
科

の
専
門
教
育
科
目
「
子
ど
も

の
食
と
栄
養
」
の
調
理
実
習

が
12
月
17
日
に
行
わ
れ
、
学

生
22
人
が
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち

な
ん
だ
料
理
作
り
に
挑
戦
し

た

写
真
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
サ
ン
ド
、
ク
リ
ー
ム
シ
チ

ュ
ー
、
鶏
手
羽
元
の
ロ
ー
ス

ト
チ
キ
ン
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
カ

ッ
プ
サ
ラ
ダ
、
い
ち
ご
サ
ン

タ
の
ケ
ー
キ
の
５
品
。

　
学
生
た
ち
は
園
児
た
ち
が

楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

と
、
食
材
の
切
り
方
や
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
な
ど
を

意
識
し
て
調
理
に
取
り
組

み
、
食
育
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
。

▶
　
発
表
す
る
白
野
さ
ん
（
左
）
と

伊
藤
さ
ん

来
で
し
た
が
、
完
成
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修

先
の
先
生
か
ら
「
私
が
教
え

て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
で
必
ず
役
に
立
つ
。

技
術
が
直
接
役
立
つ
か
も
し

れ
な
い
し
考
え
方
や
人
間
関

係
が
別
の
職
業
で
役
立
つ
か

も
し
れ
な
い
。
少
な
く
と
も

無
駄
に
な
る
こ
と
は
教
え
て

い
な
い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
チ
ネ
ッ
リ
氏
と
直
接
話

す
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
従
業
員
の
方
か
ら
話

を
伺
い
、
参
考
に
な
っ
た
こ

と
が
２
点
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
は
物
事
を
長
期
的
ス

パ
ン
で
見
る
こ
と
で
す
。
ク

チ
ネ
ッ
リ
氏
は
、
３
０
０
年

後
に
技
術
を
ど
う
残
す
か
と

い
う
視
野
で
物
事
を
捉
え
、

そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
を

考
え
て
仕
事
を
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
こ
れ
は
地
域
創

生
に
お
い
て
も
重
要
な
視
点

で
、
仮
に
成
果
が
上
が
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
を
ず
っ
と

続
け
て
い
く
た
め
に
は
何
が

必
要
か
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
、
情
熱
の
共

感
で
す
。
ク
チ
ネ
ッ
リ
氏
は

「
質
の
良
い
商
品
を
作
り
た

い
」「
職
人
の
技
術
を
未
来

に
残
し
た
い
」「
地
域
を
よ

り
よ
い
場
所
に
し
た
い
」
と

い
う
思
い
を
発
信
す
る
こ
と

で
周
囲
の
人
々
を
巻
き
込

み
、
そ
の
情
熱
に
共
感
し
た

人
た
ち
が
同
社
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
石
巻
で
の
活
動
も

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
れ

だ
け
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
か
が
、
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
で
目
に
し
た
地

域
再
生
事
業
と
そ
れ
を
実
現

さ
せ
た
情
熱
。
そ
れ
ら
を
自

分
の
な
か
に
あ
る
地
域
創
生

の
イ
メ
ー
ジ
と
照
ら
し
合
わ

せ
、「
石
巻
に
必
要
な
地
域

創
生
の
か
た
ち
」
を
今
後
も

考
え
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｔ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
（
石
巻
市
）
で

理
事
兼
チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
、
不
登
校
の

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後

は
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
就
職
し
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を

支
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
石
巻

市
と
地
域
の
つ
な
が
り
を
作

る
「
地
域
創
生
」
に
携
わ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

回
の
研
修
で
は
限
界
集
落
に

会
社
を
構
え
、
地
域
再
生
事

業
に
成
功
し
た
同
社
の
経
営

者
ブ
ル
ネ
ッ
ロ
・
ク
チ
ネ
ッ

リ
氏
の
考
え
を
学
び
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

　
研
修
は
布
の
裁
断
・
縫
製

な
ど
実
習
が
中
心
で
、
ス
ー

ツ
の
ポ
ケ
ッ
ト
や
ニ
ッ
ト
製

品
を
作
製
し
ま
し
た
。
針
や

ミ
シ
ン
を
使
う
の
は
中
学
以

地
域
創
生
に
必
要
な

視
点
と
情
熱
を
知
る
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生涯学び続ける人づくり
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
内
外
の
環
境

さ
ま
ざ
ま
進
展

　
今
年
は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
の

新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
と
並
ん

で
、
入
学
者
受
入
れ
の
方
針
（
ア
ド

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）、
教
育

課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
（
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
）、
学
位
授
与

の
方
針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ

ー
）
の
策
定
の
仕
上
げ
を
す
る
年
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
定
員

充
足
へ
の
取
り
組
み
が
最
優
先
の
課

題
と
な
り
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
は
快
適
な
学
生
寮

「
石
巻
専
修
大
学
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

ハ
ウ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ま
た
５
月
末
の
仙
台
と
石
巻
を
結
ぶ

仙
石
線
の
全
面
復
旧
並
び
に
仙
石
東

北
ラ
イ
ン
の
開
通
、
10
月
の
三
陸
自

動
車
道
の
石
巻
専
修
大
学
か
ら
２
㌔

あ
ま
り
の
位
置
へ
の
石
巻
女
川
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
な
ど
、
学
内

外
の
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
進
展
が
あ

り
ま
し
た
。

高
い
評
価
得
た

地
域
と
の
連
携

　
い
っ
ぽ
う
、
学
生
諸
君
の
活
躍
も

め
ざ
ま
し
い
も
の
で
し
た
。
経
営
学

部
の
ゼ
ミ
活
動
に
よ
る
「
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
全

国
各
地
の
大
学
で
の
開
催
、「
カ
ニ

だ
し
ラ
ー
メ
ン
」
の
発
売
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ひ
だ
ま
り
」
に

よ
る
子
ど
も
た
ち
の
支
援
な
ど
は
社

会
や
地
域
と
連
携
し
た
活
動
で
、
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
に
発
足
し
た
女
子
競

走
部
は
、
大
学
女
子
駅
伝
の
全
国
大

会
「
全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
対
校
選

手
権
大
会
」
で
健
闘
。
11
月
の
「
宮

城
県
女
子
駅
伝
競
走
大
会
」
で
は
、

全
５
区
間
中
３
区
間
で
区
間
賞
と
な

り
、
見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
弓
道
部
も
東
北
地
区
２
部
リ

ー
グ
で
優
勝
し
、
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
11
年
か
ら
始
ま
っ
た
経

営
学
部
石
原
ゼ
ミ
の
「
サ
バ
だ
し
ラ

ー
メ
ン
」
の
成
果
が
評
価
さ
れ
、

「
第
９
回
い
し
の
ま
き
大
賞
」
を
受

賞
し
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。海

外
と
の
交
流

質
量
と
も
充
実

　
国
際
交
流
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
海

外
か
ら
の
訪
問
者
に
く
わ
え
て
、
テ

イ
ラ
ー
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
記
念
基
金

の
支
援
で
、
米
国
の
ラ
ン
ド
ル
フ
・

メ
ー
コ
ン
大
学
と
の
交
流
を
行
い
、

７
月
に
は
先
方
か
ら
の
学
生
・
教
職

員
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
９
月
に
は

本
学
の
学
生
５
人
と
教
職
員
２
人
が

先
方
を
２
週
間
訪
問
し
、
防
災
や
復

興
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
ブ
ル
ネ
ッ
ロ

・
ク
チ
ネ
ッ
リ
社
の
支
援
を
う
け

て
、
学
生
１
人
が
同
社
の
経
営
す
る

学
校
に
２
週
間
招
待
さ
れ
、
研
修
を

う
け
ま
し
た
。

　
石
巻
は
よ
う
や
く
復
興
が
緒
に
就

い
た
段
階
で
す
が
、
石
巻
専
修
大
学

で
は
教
室
内
の
授
業
と
学
内
外
で
の

活
動
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
教
育

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
教

育
に
よ
っ
て
「
社
会
の
諸
問
題
に
、

自
分
の
役
割
を
自
覚
し
て
取
り
組
む

た
め
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
人
」
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス

イ
タ
リ
ア
研
修

佐
久
間
良
輔
さ
ん
（
理
工
４
）

寄　稿 　
佐
久
間
良
輔
さ
ん
（
理
工
４
・
宮
城
県
仙
台
高
）
が
11
月
７
日
か
ら
23
日
ま
で
、
イ

タ
リ
ア
・
ペ
ル
ー
ジ
ャ
で
研
修
を
行
っ
た
。
研
修
は
東
北
経
済
連
合
会
創
立
50
周
年
記

念
事
業
「
日
伊
・
地
方
創
生
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
若
者
派
遣
交
流
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
、
東
北
地
域
で
デ
ザ
イ
ン
や
テ
ー
ラ
ー
関
連
技
術
、
地
域
創
生
な
ど

を
学
ぶ
学
生
や
若
手
社
員
ら
11
人
が
参
加
し
た
。
研
修
先
は
世
界
各
国
で
店
舗
を
構
え

る
イ
タ
リ
ア
発
の
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
「
ブ
ル
ネ
ッ
ロ
・
ク
チ
ネ
ッ
リ
社
」
が
運
営
す

る
学
校
。
佐
久
間
さ
ん
は
、
本
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
選
考
さ
れ
、
派
遣
学
生
に
推

薦
さ
れ
た
。
２
週
間
の
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
や
今
後
の
抱
負
を
寄
稿
し
て
も
ら
っ
た
。

▲　実習で作った

シャツを手に

ま
ち
歩
き
と
マ
ッ
プ

〈
岡
野
知
子
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
の
話
〉
学
習
意
欲

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
海
外
の
方
と
の
交
流

や
異
文
化
に
触
れ
る
体
験
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
交
換
留
学
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
は
じ
め
、
多
彩
な
企

画
を
行
っ
て
い
ま
す
。
震
災
後
、
家
計
的
に
厳
し
い
学

生
も
多
く
、
今
回
の
よ
う
に
企
業
・
団
体
が
費
用
を
負

担
す
る
機
会
は
貴
重
で
す
。
学
生
が
帰
国
後
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
に
、
学
部
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
安
心
し

て
研
修
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

◀
　
完
成
し
た
茅
の
輪
の
前
で




